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2 0 1 9 年 ８ 月 1 2 日 

在 チリ日 本大 使 館 経済 班 

チリ経 済 情 勢 報 告 （2019年 ７月 ） 

 
１． 経 済 指 標  
（１） 経 済 活 動 指 数 （ IM ACEC ） － 前

年 同 月 比 1.3％増 －  
６ 月 の IMACEC は 前 年 同 月 比 1.3 ％ ，

（季 節 調 整 済 前 月 比 は▲0.0％）となった。

営 業 日 数 は昨 年 より１日 少 なかった。鉱

業 は 前 年 同 月 比 0.3 ％ ， 鉱 業 以 外 の 業

種 は同 1.4％と引 き続 き好 調 。季 節 調 整

済 前 月 比 で は 鉱 業 は 1.0 ％ ， 非 鉱 業 部

門 は▲0.1％となった。 

 

 

 

（２） 消 費 －一 部 に弱 い動 き－  
①  ６ 月 の 商 業 活 動 指 数 （ 実 質 ， INE 公 表 ）

は ， 前 年 同 月 比 1.9 ％ ， 同 指 数 の 小 売 業

（除 く車 ）は同 ▲0.1％となった。 

②  ６ 月 のｽ ｰﾊ ﾟ ｰﾏ ｰ ｹ ｯ ﾄ 販 売 額 （ 実 質 ， INE

公 表 ）は，前 年 同 月 比 3.2％となった。 

③  商 業 販 売 額 （ チ リ 商 工 会 議 所 公 表 ， サ

ン テ ィ ア ゴ 首 都 圏 ， 暫 定 値 ） は ， ６ 月 は 前

年 同 月 比 ▲3.7％となった。 

④  ７ 月 の 消 費 者 経 済 認 識 指 数 （ IPEC ，

Gfk  Ad imark公 表 ）は40 .3，個 人 の景 気 認 識

（現 状 ）は38 .8となった。  

⑤  ６月 の新 車 販 売 台 数 は28,446台 （前 年 同 月 比 ▲14 .4％）となった。  

＜概 要 ＞ 景 気 は，弱 い動 きとなっている。  
● 消 費 は，一 部 に弱 い動 きがみられる。  
● 生 産 は，工 業 は減 少 ，鉱 業 は横 ばい。企 業 マインドはおおむね中 立 的 である。  
● 失 業 率 は高 い水 準 にある。  
● 物 価 は緩 やかに上 昇 している。  
● 貿 易 は赤 字 に転 化 している。  
● 銅 価 格 は横 ばい，為 替 はペソ安 に推 移 ，株 価 はこのところ弱 含 んでいる。  
先 行 きについては，海 外 経 済 の動 向 ，米 中 貿 易 摩 擦 等 による銅 価 格 下 落 及 び為 替

変 動 がチリ国 内 経 済 に与 える影 響 に引 き続 き留 意 する必 要 がある。 
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（３） 鉱 工 業 生 産 ， 電 力 － 工 業 は 減 少 ，

鉱 業 は横 ばい－  
６月 の工 業 生 産 指 数 は，前 年 同 月 比 ▲

5.4 ％ と な っ た 。 セ ク タ ー 別 で は 機 械 設 備 を

除 くその他 金 属 製 品 が前 年 同 月 比 寄 与 度

0.41 ％ と 増 加 に 寄 与 し た 一 方 ， 食 料 品 が

同 ▲2.44 ％， 製 紙 が ▲1.01％ と 減 少 に 寄

与 した。  

６ 月 の 鉱 業 生 産 指 数 は 前 年 同 月 比

0.0％，銅 生 産 量 は同 ▲0.9％となった。 

６月 の電 力 指 数 は前 年 同 月 比 ▲2.6％となった。 

 

（４） 企 業 の 業 況 判 断 － お お む ね 中 立

的 －  
７ 月 の IMCE （ 企 業 業 況 判 断 指 数 ） は

50 .36ポイントで，前 月 差 0.20ポイントとなっ

た。内 訳 を見 ると，商 業 が50.62（同 ▲0.63

ポイント），鉱 業 が66.47（同 0 .62ポイント），

製 造 業 は44 .31 （同 1 .06ポ イ ント ），建 設 業

が45.83（同 ▲0.79ポイント）となった。 

 

（５） 不 動 産 －減 少 している－  
６ 月 の 建 築 許 可 面 積 （ INE 公 表 ） は 前 年

同 月 比 ▲ 9.4 ％ （ 3 か 月 移 動 平 均 ） と 引 き 続

き減 少 が続 いている。 

内 訳 を 見 る と ， 住 居 が 同 ▲ 14.8 ％ ， 非

住 居 は同 7.7％と，となった。 

 

 

 

（６） 雇 用 －失 業 率 は高 い水 準 にある－  
４～６ 月 期 の失 業 率 は7.1％（前 年 同 期

差 ▲ 0.05 ％ ） と ， 高 い 水 準 に あ る 。 前 年 同

期 で見 る と，労 働 力 人 口 は89 ,800人 増 加

（ 前 年 同 期 比 1.0 ％ ） ， 就 業 者 数 は 87,690

人 増 加 （同 1.0％）し，失 業 者 数 は2,110人
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増 加 （ 同 0.3 ％ ） し て い る 。 就 業 者 数 を 職 業 別 に み る と ， 公 務 が 前 年 同 月 比 寄 与 度

0.45  ％，社 保 サービスが同 0.54％と増 加 に寄 与 する一 方 ，農 林 水 産 業 が同 ▲0.29％と

減 少 に寄 与 している。 

６月 の賃 金 （速 報 値 ）は，名 目 は前 年 同 月 比 4.9％，実 質 は同 2.1％となった。 

 

（７） 物 価 －緩 やかに上 昇 している－  
７ 月 の 消 費 者 物 価 指 数 （ 総 合 ） は ， 前

月 比 は 0.2 ％ ， 前 年 同 月 比 は 2.2 ％ と な っ

た 。 品 目 別 に 前 年 同 月 比 の 動 き を み る と

教 育 （ 4 .2 ％ ） ， 住 居 ・ 電 気 ・ ガ ス ・ 水 道

（ 4 .2 ％ ） が 上 昇 し て い る 一 方 ， 通 信 （ ▲

3.0％）が下 落 している。なお，消 費 者 物 価

指 数 （ コ ア ） は ， 前 月 比 0.3 ％ ， 前 年 同 月

比 2.2％であった。 

中 銀 アンケート(７月 )によるインフレ期 待

は 1 年 後 ： 2 .8 ％ （ 前 月 2.9 ％ ） ， 2 年 後 ： 3 .0 ％

（前 月 3.0％）となっている。 

６ 月 の 生 産 者 物 価 （ 全 産 業 ）は ， 前 月 比 は▲0.9 ％， 前 年 同 月 比 は ▲1.6 ％ となっ た 。

電 気 ガス水 道 が上 昇 （前 年 同 月 比 6.6％）する一 方 ，鉱 業 （同 ▲6.1％）が減 少 している。 

 

（８） 貿 易 －赤 字 に転 化 －  
①  ７ 月 の 輸 出 額 （ FOB ） は 57 . 7 億 ド ル

（ 前 年 同 月 比 ▲ 4.6 ％ ） と な っ た 。 内 訳 を

見 る と ， 鉱 業 品 29 .3 億 ド ル （ 同 ▲ 9.5 ％ ）

（ 全 体 の 53 ％ ） ， 農 林 水 産 品 4.0 億 ド ル

（同 0.3％）（全 体 の７％），製 造 業 品 24.4

億 ド ル（ 同 1.1 ％ ）（ 全 体 の 42 ％ ） とな った 。

鉱 業 品 の う ち 銅 は 26 .4 億 ド ル （ 同 ▲

10 .0％）（鉱 業 品 輸 出 額 全 体 の90％）とな

った。 

②  ７ 月 の 輸 入 額 （ FOB ） は 58 . 0 億 ド ル

（ 前 年 同 月 比 0.5 ％ ） と な っ た 。 内 訳 （ CIF ）

は ， 消 費 財 18.1 億 ド ル （ 同 ▲ 2.9 ％ ） ， 中 間 財 30 .6 億 ド ル （ 同 3.2 ％ ） ， 資 本 財 12.9 億 ド ル

（同 0.8％）となった。 

③  ６月 の貿 易 収 支 （FOB）0 .3億 ドルの赤 字 となった。 

 

（９） 対 日 ・中 ・韓 貿 易  
①  対 日 貿 易 （FOB）６月 の貿 易 額 は，輸 出 額 4.4億 ドル（前 年 同 月 比 ▲25 .6％），輸 入 額

1.9億 ドル（同 7.2％），貿 易 総 額 では6.3億 ドル（同 ▲18 .0％）となった。 
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②  対 中 貿 易 （FOB）：６月 の貿 易 額 は，輸 出 額 14.8億 ドル（前 年 同 月 比 ▲29.0％），輸 入

額 11.9億 ドル（同 ▲16 .3％），貿 易 総 額 では26 .7億 ドル（同 ▲23 .9％）となった。 

③  対 韓 貿 易 （FOB）６ 月 の貿 易 額 は，輸 出 額 3.8億 ドル（前 年 同 月 比 2.6％），輸 入 額 0.8

億 ドル（同 ▲56.0％），貿 易 総 額 では4.6億 ドル（同 ▲17 .4％）となった。 

 

２．市 場 の動 き 

（１） 国 際 銅 価 格 －おおむね横 ばい－  
７ 月 の 国 際 銅 価 格 は 1 ポ ン ド 2 .72110 ド

ル（１日 ）で始 まった。為 替 とは逆 に落 ち着

いた 推 移 を 見 せるも， 世 界 経 済 の減 速 か

ら な か な か 価 格 が 上 が ら な い 展 開 が 続 い

た 。 月 末 に は 2.68799 ド ル （ 31 日 ） と 前 月

末 比 ▲0.8％で終 了 した。 

７ 月 の 銅 在 庫 は ， 417 ,660 ト ン （ １ 日 ） で

始 ま り ， 月 末 に は 475 ,615 （ 31 日 ） と 前 月

末 より増 加 した。 

 

 

（２） 為 替 －ペソ安 に推 移 －  
７ 月 の為 替 は，1ドル679 .15ペ ソ１ ３ 日 ）で

始 ま っ た 。 中 国 経 済 の 減 速 や 米 金 利 引 下

げ 等 海 外 経 済 が 低 調 な な か ， 680 ペ ソ 台 を

推 移 。下 旬 には再 度 米 中 貿 易 摩 擦 懸 念 が

沸 騰 ， 米 が 新 た な 関 税 追 加 を 公 表 し た こ と

か ら 一 気 に ペ ソ 安 に 振 れ た 。 月 末 は 699 .98

ペ ソ （ 31 日 ） と 前 月 末 差 20.83 ペ ソ で 終 了 し

た。 

 

 

（３） 株 価 －このところ弱 含 み－  
７ 月 の IPSA 値 （ サ ン テ ィ ア ゴ 主 要 株 式

指 数 ）は5062 . 9ポイント（１日 ）で始 まった。

月 末 に は4972 . 36ポ イ ント （31日 ）と，前 月

末 比 ▲1.9％で終 了 した。  
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3．経 済 トピックス 

（１） 財 政 報 告 書 の公 表 ：報 道  
○財 政 報 告 書 では，成 長 率 見 通 しを3.5％から3.2％（３～3 .5％）へと修 正 した 

○先 行 きは，６月 は鉱 山 ストライキの影 響 があり，悲 観 的 な見 通 しとなっているものの，

年 後 半 は，投 資 の回 復 等 から成 長 に期 待 を持 っている。 

○報 告 書 ではそ の他 予 算 関 連 指 標 の 2019年 見 通 しに つ い て， 銅 価 格 と内 需 を 下 方

修 正 ，インフレ率 を上 方 修 正 ，為 替 レートはペソ安 に修 正 した。 

○低 成 長 により，財 政 状 況 は悪 化 するとみられ，財 政 収 支 は対 GDP比 ▲2.1％と赤 字

幅 拡 大 。歳 出 が減 少 し，歳 出 が増 加 するとみられる。さらに，中 長 期 では累 積 債 務 残 高

も2023年 に対 GDP比 で28％台 に達 するとみられる。 

 

チリ財 務 省 予 算 総 局 は６月 の財 政 報 告 書 を公 表 し，１～５月 までの経 済 成 長 率 が２％

に満 たず，市 場 調 査 でも見 通 しが下 がり 続 けてい ること等 から，財 務 省 は成 長 率 見 通 し

を 修 正 し ， ３ ～ 3.5 ％ の 範 囲 を 維 持 し ， 中 点 3.2 ％ に な る と 発 表 し た 。 こ の 値 は 実 際 に は

3.5％（３月 時 点 の見 通 し値 ）から下 方 修 正 を意 味 する。なお， 2019年 予 算 案 公 表 時 点

では，2019年 の成 長 率 見 通 しを3.8％としていた。 

 ラライン財 務 大 臣 は，欧 州 ，ラ米 の見 通 しが低 いことを強 調 しながら，世 界 貿 易 の悪

化 を背 景 として世 界 経 済 成 長 予 測 が下 方 修 正 されたとしつつ，世 界 経 済 の悪 化 により，

各 中 央 銀 行 は金 融 刺 激 策 を 行 うだろう，と説 明 した。実 際 ，チリ中 銀 による政 策 金 利 引

下 げは ， 今 後 の 経 済 活 動 に 対 す る 緩 やか な 回 復 を 期 待 す るた めの 方 策 の 一 つ であ る 。

財 務 省 は，年 後 半 における投 資 の回 復 ，貿 易 条 件 の改 善 に期 待 を抱 いている。 

「ラ」大 臣 は，６ 月 に 起 き た チュ キカ マタ 鉱 山 でのスト ライ キに も言 及 し，IMACEC（経 済

活 動 指 数 ）を減 少 させるとみており，６月 の見 通 しは楽 観 的 ではない，と語 った。 

報 告 書 では，他 の経 済 見 通 しにつ い ても３ 月 時 点 から修 正 が行 われ，2019年 の銅 価

格 見 通 しを，（１ポンド当 たり）３ドルから2.85ドルに，内 需 を4.2％から3.5％下 方 修 正 ，イン

フレ率 を2.1％から2.2％に上 方 修 正 ，為 替 レートを１ドル656ペソから675ペソへと修 正 した。

同 様 に 中 長 期 の 経 済 の 姿 も 更 新 が 行 わ れ， 2020～ 2023 年 の 成 長 率 予 測 は 3.6％ で 現

状 維 持 された一 方 ，内 需 は下 方 修 正 となった。 

一 方 で，財 政 状 況 については低 成 長 と銅 価 格 の下 落 により悪 化 するとの見 通 しとなっ

ている。この旨 はロドリゴ・セルダ予 算 局 長 により，「ラ」大 臣 とともに，国 会 （予 算 委 員 会 ）

にて公 表 された。具 体 的 には，財 政 赤 字 が対 GDP比 2.1％に悪 化 するというもの。これは，

2018年 と比 較 して，さらなる悪 化 を意 味 する。５月 までの累 積 でGDPの0.1％の財 政 黒 字

があるが，年 後 半 には，支 出 の大 幅 な増 加 と収 入 の減 少 が予 想 される。なお，構 造 的 財

政 赤 字 は対 GDP比 1.6％を維 持 している。 

歳 入 は ， ３ 月 か ら ８ 億 7,100 万 米 ド ル 減 少 す る と み ら れ ， こ の 結 果 ， 歳 入 の 前 年 比 は

1.6％となり，2018年 の8.9％から急 落 することになる。一 方 ，歳 出 は前 年 比 4.0％増 （2019

年 11 月 の 予 算 案 時 点 3.2 ％ ） と さ ら な る 増 加 が 見 込 ま れ る 。 ま た ， 累 積 債 務 残 高 は 対

GDP比 26 .9％と３月 時 点 から0.1％ポイントの悪 化 ，中 長 期 では2023年 には28％に達 する

としている。 

 

（２） チ リ と ア ジ ア を 接 続 す る 海 底 光 フ ァ イ バ ー ケ ー ブ ル に 係 る 実 現 可 能 性 調 査 の 実

施 ：運 輸 通 信 省 プレスリリース 

【概 要 】 

●本 日 ７ 月 １ ２ 日 ，チ リ 運 輸 通 信 省 とＣＡ Ｆ は，チリ とア ジ ア を 接 続 す る海 底 光 ファ イ バ

ーケーブルの実 現 可 能 性 調 査 の実 施 について，技 術 協 力 協 定 に署 名 した。 

●チリ運 輸 通 信 大 臣 は，２０１９年 後 半 には本 調 査 の最 初 の成 果 物 を得 て，２０２０年

中 にはコンソーシアム形 成 をし，ケーブル敷 設 に着 手 したい，とした。 
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●本 調 査 で 得 られ る 結 果 とは 独 立 して，チ リ 政 府 は 必 要 な 措 置 を 講 じて， ルート の 一

部 がイースター島 を通 過 するようにする，とした。 

●入 札 は来 週 開 始 予 定 。 

 

運 輸 通 信 省 と Ｃ Ａ Ｆ （ ラ テ ン ア メ リ カ 開 発 銀 行 ： Banco  de  desar ro l l o  de  Amer i ca  

La t i na )は，本 日 ，「ア ジア・南 米 ・デジ タルゲートウ ェイ」（注 ：チリとアジアを接 続 する海 底

光 ファイバーケーブル）の実 現 可 能 性 調 査 へ３００百 万 米 ドルの資 金 提 供 をするための，

技 術 協 力 協 定 に署 名 を行 った。 

 この調 査 は，アジア・南 米 両 大 陸 間 の海 底 ケーブル敷 設 のために必 要 な技 術 的 ・制 度

的 ・財 政 的 ・経 済 的 な定 義 付 けを 行 い，地 域 のデジタル統 合 システムの敷 設 を 可 能 とす

るものである。 

本 プロジェクトは，海 底 光 ファイバーケ ーブルの敷 設 を 通 じて，南 米 ・アジア 大 陸 を デジ

タル接 続 することを目 的 としている。可 能 性 のあるレイアウトでは，全 長 は約 ２万 ４千 キロメ

ートル，１０～２０Tbpsの，少 なくとも２対 の光 ファイバーを含 む見 込 み。 

フット 運 輸 通 信 大 臣 は，この調 査 は，チリ を（南 米 ）地 域 全 体 の デジ タルの玄 関 口 とし

て位 置 づけ るプロジェクトであ ると強 調 した 。また ，チリ 全 土 のデジタルイ ンフラを 整 備 する

プロジェクトと，世 界 の国 とのデジタル接 続 性 を高 めるというピニェラ大 統 領 の政 策 を遂 行

してい く，そ して，２０１ ９年 後 半 にはこの調 査 の最 初 の成 果 物 を 得 て，２０２０ 年 中 に はコ

ンソーシアム形 成 をし，ケーブル敷 設 に着 手 したい，とした。 

Lu i s  Car r anza  Uga rde・ＣＡＦ社 長 は，チリとラ米 の持 続 可 能 な開 発 のため，特 にアジア

という戦 略 的 市 場 との統 合 インフラプロジェクトを推 進 できることを非 常 にうれしく思 う，とし

た。 

ヒディ運 輸 通 信 省 通 信 次 官 は，政 府 は，本 プロジェクトを，チリを地 域 のデジタルハブに

するという政 治 的 ・経 済 的 意 図 を 持 って推 進 している，国 内 の光 ファイバーケーブル敷 設

や南 部 光 ファイバーケーブル（ＦＯＡ）プロジェクトという国 内 のインフラ整 備 と併 せて推 進 し

ていく，とした。 

更 に，ヒディ通 信 次 官 は，本 調 査 で得 られる結 果 とは独 立 して，政 府 は必 要 な措 置 を

講 じて，ルートの一 部 がイースター島 を 通 過 するように する，とした 。これに より，同 島 のデ

ジ タル接 続 性 を 向 上 させ，観 光 とい った 住 民 の生 産 的 活 動 に デジ タルプロセスを 導 入 す

ることを可 能 にする。 

本 技 術 協 定 の署 名 後 ，運 輸 通 信 省 は， 入 札 手 続 を 開 始 する 。チ リが主 導 するこの イ

ニシアティブは，アルゼンチン，ブラジル，エクアドルの支 援 を受 けており，この（南 米 ）地 域

の他 の国 々も加 えて，より低 コストでアジア太 平 洋 地 域 と連 携 することで大 きな波 及 効 果

の恩 恵 を得 るだろう。 

本 調 査 の入 札 は，来 週 以 降 に利 用 可 能 となるだろう。 

 

（３） チリとアジアを接 続 する海 底 光 ファイバーケーブルについてのレポート：報 道  
 「海 底 ケ ーブル，南 米 のデジ タルゲートウ ェイ 」は，チリ とアジア 間 の海 底 光 ファイバー

ケーブルプロジェクトに付 けられた名 称 である。中 国 が運 営 する可 能 性 もあることから米 国

が懸 念 するこのプロジェクトについて，フット運 輸 通 信 大 臣 は，「我 々の政 権 が展 開 する最

も重 要 なプロジェクト」と述 べている。 

このケーブルは世 界 最 長 の全 長 ２万 ４ 千 ～２万 ６千 ｋｍの予 定 であり，先 週 ，チリ政 府

とＣＡＦ（ラテンアメリカ開 発 銀 行 ）との間 で，本 プロジェクトの実 現 可 能 性 調 査 のために，Ｃ

ＡＦが２１億 チリペソ（３００万 米 ドル）の資 金 提 供 をする契 約 が締 結 された。 

実 際 に は明 日 入 札 が開 始 予 定 であり，この調 査 実 施 に 関 心 のあ る企 業 に 対 して，入

札 規 則 が 発 表 される 。本 件 に 関 するすべ ての決 定 を 行 う 運 輸 通 信 省 通 信 次 官 官 房 （Ｓ

ＵＢＴＥＬ）によると，仏 領 ポリネシア，豪 州 ，ＮＺ，中 国 ，韓 国 ，日 本 ，シンガポールがケーブ

ルの陸 揚 先 として関 心 を示 しているとしている。 
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チ リ 政 府 としても 独 自 の目 的 があ る。そ れ はこのケ ーブルルート に ，イ ースター 島 と フ ア

ン・フェルナンデス島 を経 由 することを奨 励 するとい う政 治 的 決 定 をしてい ることである。ヒ

ディ通 信 次 官 は，この２つ の島 を 取 り 残 さない という決 定 を してお り，地 方 政 府 と ともに そ

れに取 り組 んでいる，このプロジェクトはそれを達 成 する唯 一 の機 会 である，南 米 の全 ての

国 が恩 恵 を受 けて，アジアへつながることができる，とした。 

ラ米 では，アルゼンチン，ブラジル，エクアドル（ガラパゴス諸 島 へのケーブル敷 設 を検 討

している）は，相 互 接 続 についてチリとともに主 導 的 な役 割 を果 たすことに関 心 を持 ってい

る。一 方 ，ヒディ通 信 次 官 は，主 導 するのはチリになるだろう，とした。 

チリ政 府 の見 込 みによると，実 現 可 能 性 調 査 は１年 かかり，その後 ケーブル敷 設 工 事

の 入 札 が 行 わ れ る ， と し て い る 。 ケ ー ブ ル 敷 設 に は ， Huawe i （ 中 国 ） ， Ｎ Ｅ Ｃ （ 日 本 ） ，

Fibe rHome（中 国 ），Ped tec（ブラジル），NSW(オランダ），Orange（フランス），TE Subcom

（米 国 ）といった企 業 が関 心 を持 っている。その後 ，運 営 者 の入 札 が行 われるだろう。本 プ

ロジェクトには，600億 米 ドル超 が見 込 まれている。 

本 プロジェクトは，国 家 光 ファイバー計 画 （Fib ra  Op t i ca  Nac iona l )と南 部 光 ファイバー

ケーブル（FOA:F ib ra  Op t i ca  Aus t ra l )が密 接 に関 連 している。FOAは，CTR社 （チリ地 域

通 信 事 業 者 ）とHuawe i  Ma r i ne社 が実 施 し，５月 に プエルトモン～プエルトウィリアム ズ間

のケーブル敷 設 が完 了 した。 

現 在 は，アルゼンチン企 業 Si l i can  S .A .が受 託 している，アイセン州 とロスラゴス州 の地

上 の光 ファイバー敷 設 も行 われなければならない。ヒディ通 信 次 官 によれば，南 部 光 ファイ

バーケ ーブルは，「オ ープン」であ り，当 該 地 域 にお け る様 々なビジネ スを 行 う者 が運 営 に

参 加 し，それを利 用 することができる，とした。 

 

（４） チリ とアジアを 接 続 する海 底 光 ファ イバーケーブルに 係 る実 現 可 能 性 調 査 の入 札

開 始 ：運 輸 通 信 省 リリース  
１ 概 要  

（１ ）チリ 政 府 は，海 底 光 ファ イ バーケ ーブ ルを 通 じて南 米 とア ジ ア 大 陸 を デジ タルで 接

続 する プロジ ェクト 「ア ジア ・南 米 デジ タルゲ ート ウ ェイ 」の実 施 を 決 定 した 。チ リ 運 輸 通 信

省 通 信 次 官 官 房 （ＳＵＢＴＥＬ）とＣＡＦ（アンデス開 発 公 社 ：Corpo rac ion  And ina  Fomento

（注 ：別 の発 表 ではラテンアメリカ開 発 銀 行 ）は，本 ケーブル開 発 のための最 良 の代 替 案

を定 義 するための技 術 的 ・制 度 的 ・法 的 ・経 済 的 枠 組 みを評 価 する技 術 的 実 現 可 能 性

調 査 の実 施 を求 める。 

（２）本 ケーブルは２４ ０００km 規 模 であり，４～８ペアの光 ファイバーを利 用 し，官 民 コン

ソーシアムにより，２５～３０年 運 用 を検 討 している。 

 

２ 予 算  ３００万 米 ドル 

 

３ 期 限  

（１）入 札 開 始 ・発 表 ：２０１９年 ７月 １５日  

（２）質 問 の期 限 ：２０１９年 ７月 ２６日  

（３）質 問 の回 答 ：２０１９年 ８月 １日  

（４）提 案 提 出 ：２０１９年 ８月 １６日  

（５）応 札 者 発 表 ：２０１９年 ９月 ２日  

 

４ 成 果 物 （当 館 注 ：それぞれの内 容 は別 添 参 照 ） 

（１）第 １レポート（７５万 米 ドル）：２０１９年 １１月 ４日  

（２）第 ２レポート（７５万 米 ドル）：２０１９年 １２月 ２７日  

（３）最 終 レポート（１５０万 米 ドル）：２０２０年 ６月 ２４日  
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５ 成 果 物 のメイントピックス 

（１）需 要 と共 有  

 （ア）トラフィックと需 要 予 測  

 （イ）新 技 術 ，先 導 企 業 ，市 場 動 向  

 （ウ）海 底 ケーブルの現 在 の提 供 の予 測  

（２）規 制 と運 営  

 （ア）官 民 連 携 モデルの評 価  

 （イ）規 制 枠 組 み 

 （ウ）ケーブルの運 営 モデルとコンソーシアム形 成  

（３）設 計  

 （ア）海 底 ケーブルの設 計  

 （イ）技 術 的 仕 様  

 （ウ）関 連 する費 用  

（４）ビジネスケース 

 （ア）投 資 及 び投 資 家 にとっての収 益 性  

 （イ）参 加 主 体 （官 民 ）の戦 略  

 （ウ）リスク分 析 と運 営  

 

（５） 日 本 との 高 齢 化 社 会 対 策 協 力 覚 書 等 に 係 るモ レル 大 統 領 夫 人 イ ン タビュ ー： 報

道  
ピニェラ大 統 領 の最 新 のアジアへの訪 問 は，チリの高 齢 者 対 策 に成 果 をもたらすものだ

った。大 阪 でのＧ２０サミットの枠 組 みにおいて，ピニェラ大 統 領 と，高 齢 化 社 会 対 策 の活

動 に力 を入 れるセシリア・モレル大 統 領 夫 人 は，これまで前 例 のない，日 本 との高 齢 化 社

会 対 策 に関 する協 力 覚 書 に署 名 を実 現 した。これにより，両 国 は高 齢 者 の増 加 という課

題 に 共 同 で取 り 組 むことができ る。日 本 は世 界 で最 も高 齢 化 の進 んだ 国 であり ，高 齢 化

対 政 策 や取 組 を実 施 している。本 インタビューにおいて，「モ」大 統 領 夫 人 は本 覚 書 の詳

細 を取 り上 げた。 

（チリと日 本 協 力 覚 書 の内 容 についての質 問 に対 し）これは世 界 で最 も高 齢 化 が進 展 し，

この課 題 に 対 処 するための公 共 政 策 やプログラム を 適 用 してい る先 駆 者 であ る，日 本 の

取 組 に関 する情 報 交 換 を可 能 とするものである。昨 年 ，チリ人 グループが「高 齢 者 に優 し

い街 作 り(C iudad  am igab le ) 」のコースに参 加 するために日 本 に訪 問 し，そして彼 らのプロ

グラムを知 るために日 本 の専 門 家 をチリに連 れてきて意 見 交 換 を行 った。そして今 ，日 本

の経 験 を 学 ぶことで，彼 らの成 功 や失 敗 と ，そ の詳 細 を 知 ること ができ るとい う，これまで

に例 のない協 力 覚 書 を締 結 した。 

（日 本 は，チリが関 心 のある何 を持 っているのか，という質 問 に対 し）我 々にとってこの覚

書 は純 粋 な利 益 である。日 本 は何 年 にも亘 って高 齢 化 に取 り組 んできたため，世 界 で最

も先 進 的 な国 に なってい る。彼 らは，地 域 社 会 が取 り 組 む，とい う我 々に とって重 要 な 文

化 を発 展 させてきた。我 々は高 齢 者 の観 点 から，文 化 的 な変 化 が必 要 である。高 齢 者 は

学 ぶべき ものを た くさん持 ってお り，よりポ ジティブで充 実 した 層 であ ると見 なさなけ ればい

けない 。最 後 の課 題 は，高 齢 者 の生 活 の 質 を 向 上 させるこ とであ る。チリ は幼 児 死 亡 率

を克 服 した 最 初 の国 であった。我 々は今 ，高 齢 化 社 会 対 策 を 行 う国 の先 駆 者 になろうと

している。 

（本 覚 書 の 実 行 の軸 は何 か， との 質 問 に 対 し ）これは ラ米 に お け る唯 一 の 覚 書 であ り ，

我 が国 の深 刻 さを 日 本 が認 識 したものであると考 える。第 一 の軸 は，日 本 の「オ レンジプ

ラ ン」 と 呼 ば れる コ ミュ ニ テ ィの 教 育 を 通 じた 認 知 症 対 策 計 画 の 導 入 であ る 。 日 本 に は，

本 政 策 の下 ，認 知 症 の初 期 に見 られる症 状 について教 育 された，２００万 人 超 のボランテ

ィアがいる。つまり，街 にある商 店 や八 百 屋 や花 屋 が認 知 症 についての知 識 を持 っている

状 況 ということが考 えられる。この病 気 が早 期 発 見 されれば，進 行 を 阻 むことが可 能 にな
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る。 

第 二 の軸 は，地 域 社 会 健 康 モデル，つまり社 会 の教 育 が重 要 な鍵 となるものである。高

齢 化 は 国 家 の 問 題 だ け では無 く， 全 ての方 々の問 題 であ る。我 々が皆 統 合 し，参 加 し，

歓 迎 し，そして共 生 する準 備 をする必 要 がある。 

第 三 の軸 は，考 え方 の変 化 ，地 域 社 会 における高 齢 者 の価 値 を認 識 し，尊 重 すること

である。 

（具 体 的 にどのように その目 標 を 達 成 するのか，との質 問 に 対 し）どのように 達 成 した の

か，どのくらい の時 間 がかかったのか，どのような活 動 を 実 施 した のか，どのように 人 々 に

価 値 を認 識 させたのか，といったことは我 々が（日 本 から）学 ぼうとしていることである。 

（最 初 の 計 画 の具 体 化 の期 限 はあ るのか ，との質 問 に 対 し）検 討 中 であ るが，１ ２ 月 に

チリ高 齢 者 事 業 者 庁 のチームが日 本 を訪 問 して，専 門 家 と会 合 を行 う予 定 である。彼 ら

は最 初 の政 策 を 実 行 するために，保 健 省 と共 に訪 問 する予 定 。更 に，１１月 に日 本 の専

門 家 がチリに訪 問 するように調 整 をしている。 

（投 資 に も関 係 あ るか，との質 問 に 対 し）これは同 盟 であり ，両 国 は投 資 や両 国 の優 れ

た取 組 や政 策 を 共 有 することを 約 束 してい る。基 本 的 にはこれらの訪 問 は，投 資 の原 動

力 であり，両 国 はそれぞれの関 心 を共 有 し学 ぶものである。 

（コラム部 分 ） 

 日 本 は，高 齢 者 向 けのオープン大 学 開 催 といった，「高 齢 者 に優 しい街 作 り」イニシア

テ ィブを 実 施 してい る ことでも 知 られてい る 。「モ 」大 統 領 夫 人 は ，チ リ でもこのモ デルを 適

用 することを検 討 しているとしている。「モ」大 統 領 夫 人 は，チリでの可 能 性 を探 っているが，

高 齢 者 向 けだけのコースではなく，高 齢 者 を孤 立 させるだけではなく統 合 させたいので，高

齢 者 に 開 かれた より 多 くのコースを 設 け る大 学 の設 置 や，高 等 専 門 学 校 （Sence )のコー

スの年 齢 制 限 の廃 止 を検 討 している，としている。 

「モ 」 夫 人 に よ る と， 政 府 の 別 の 目 標 と し て ， 現 在 存 在 す る 高 齢 者 科 医 の 数 を ５ ０ ％ 増

加 することであるとしている。「モ」夫 人 は，今 日 既 に７５人 の専 門 医 を訓 練 している，目 標

達 成 のための大 きな障 壁 はトレーニングセンターが少 ないことである，したがって課 題 は高

齢 者 科 医 を養 成 する大 学 を更 に増 やすこと，何 よりも地 域 でおこなうことである，幸 いなこ

とにより多 くの関 心 が見 られる，とした。 

 

（６） 中 央 銀 行 によるさらなる政 策 金 利 引 下 げの可 能 性 ：報 道  
【ポイント】 

●７ 月 の金 融 政 策 決 定 会 合 では，政 策 金 利 を 2.5％に 維 持 することが決 定 された 。一

方 で，１名 が金 利 引 下 げを主 張 し，約 ２年 ぶりに全 会 一 致 を見 なかった。 

●現 在 の状 況 について，インフレ目 標 に届 かないリスクが増 加 し，足 下 のマクロ経 済 情

勢 も好 転 しない中 ，中 銀 は９月 の金 融 政 策 レポート(IPoM)公 表 を 持 って，金 利 引 下 げが

行 われる可 能 性 があると示 唆 した。 

●エコノミストも９ 月 以 降 に 金 利 引 下 げが行 われる可 能 性 が高 い 旨 や引 下 げを 行 うべ

きとの見 解 を示 している。 

 

18日 ，チリ 中 央 銀 行 は金 融 政 策 決 定 会 合 を 開 催 し， 政 策 金 利 を 2.5％と現 状 維 持 と

することを 決 定 した が，低 水 準 の物 価 上 昇 ，経 済 悪 化 に より 次 回 の会 合 でのさらなる 金

利 引 下 げの可 能 性 を 残 した。中 銀 は，直 近 の金 融 政 策 レポート （６月 ）の公 表 後 に 収 集

された情 報 によると，インフレ目 標 収 束 へのリスクが増 加 した。この状 況 が続 けば，次 回 の

金 融 政 策 レポ ート（９ 月 公 表 予 定 ）で評 価 される程 度 での金 融 刺 激 策 拡 大 （当 館 注 ：政

策 金 利 引 下 げを指 す）が必 要 であると考 えている，との見 解 を示 した。 

今 回 の会 合 では，委 員 ５人 のうち，１名 （パブロ・ガルシア氏 ）が0.25％の金 利 引 下 げを

主 張 し，現 状 維 持 に反 対 をした。このように，意 見 が全 会 一 致 をみなかったのは，2017年

８月 以 来 のことである。 
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足 下 のマクロ 経 済 の 状 況 に つ い ては，鉱 業 がやや 弱 く，そ の 他 特 殊 要 因 に より ，や や

弱 いダイナミズムを示 しているとし，ある指 標 や定 性 的 情 報 を基 に，今 後 数 か月 間 はマイ

ナス面 への追 加 リスクを伴 うと示 唆 している。また，人 件 費 等 の影 響 を強 く受 けるサービス

業 のインフレ率 が低 いことから，経 済 活 動 や需 要 も予 測 よりも弱 い動 きとなることと相 まっ

て ， 現 在 の 金 融 刺 激 策 を 拡 大 す る 可 能 を 予 測 す る た め の 主 な 決 定 要 因 の 一 部 と な っ

た。 

一 般 論 として，過 去 の金 融 政 策 レポート よりさらに 国 内 経 済 の悪 化 が予 想 され，消 費

の減 少 ，輸 出 が予 想 以 上 に縮 小 すること，海 外 経 済 では先 進 国 および新 興 国 の経 済 ，

特 に製 造 業 ，投 資 ，貿 易 の分 野 で悪 化 している。さらに先 進 国 を含 めて，インフレが横 ば

いで推 移 しており，世 界 経 済 に対 する懸 念 が残 っている。 

今 回 の政 策 金 利 維 持 と次 回 以 降 の金 利 引 下 げに 対 するマーケットの反 応 につ いて，

アントニオ・モンカド・BCIエコノミストは，経 済 活 動 のパフォーマンスの低 下 に続 き，受 給 ギ

ャップの拡 大 とサービス業 にお ける低 イ ンフレが賃 金 現 象 （当 館 注 ：低 い 賃 金 上 昇 ）を 起

こしているとし，リスクが特 定 されているのか，維 持 されてい るのか，増 大 してい るのかによ

って，25ペーシスポイント（0 . 25％の引 下 げ）または50ベーシスポイント（0 . 5％の引 下 げ）の

金 利 引 下 げが行 われるだろう，と述 べた。９月 の金 融 政 策 レポートが有 益 な情 報 をもたら

すだろう，と述 べた。一 方 ，サンタンデール社 はさらなる金 融 刺 激 策 を 推 奨 しており，追 加

策 は９ 月 の会 合 また は９，10月 と２ 回 連 続 で，50ベーシ スポイント引 き 下 げるべきであ る，

と述 べた。 

 

（７） 中 国 配 車 サービス DiDi のサンティアゴ進 出 ：報 道  
（既 に サービスを 開 始 してい る）バルパライ ソ州 に お け る最 初 の６ 週 間 で， 中 国 版 配 車

アプリケーションDiD i社 は，既 に１万 ６千 人 以 上 の運 転 手 を確 保 している。 

中 国 版 Uberとして知 られる同 社 は，効 率 的 なサービスを提 供 するための十 分 な数 の運

転 手 を確 保 できたら，首 都 サンティアゴでもサービスを開 始 する予 定 であり，これは８月 前

半 にはそれが実 現 される予 定 であると述 べた。 

同 社 は，現 在 ，運 転 手 の登 録 手 続 段 階 にある。同 社 は，この種 の他 のア プリ ケ ーシ ョ

ンと同 様 ，（２１歳 以 上 ，チリの身 分 証 明 書 を有 することという条 件 のほか）チリで発 行 され

た 運 転 免 許 証 Ａ また はＢ （当 館 注 ：Ａ がプロフェッシ ョナ ル，Ｂ が普 通 運 転 免 許 ）を 保 有 し

ていることを条 件 としているが，運 転 手 選 定 に当 たっては厳 しい審 査 を実 施 するとしている。

関 連 して，同 社 は今 週 ，プロの運 転 免 許 証 （当 館 注 ：運 転 免 許 証 Ａ ）を 所 持 する人 員 を

募 集 するためにタクシー業 界 の様 々な団 体 に対 し呼 びかけを行 った。この様 にして，同 社

は「Uber （ウ ーバー）法 案 」（当 館 注 ：チリ では現 在 法 制 度 上 Uberはグ レーであり ，現 在 ，

一 定 の 条 件 下 でUberが 合 法 に サ ービ スを 提 供 す る こ とを 認 める た めの 法 案 が 国 会 に て

審 議 中 ）に定 められた要 件 の１つに最 初 から順 応 することを目 的 としている。 

チリ DiD i社 のコ ント レ ラス広 報 部 長 は「 他 の市 場 で 学 んだ こ とを 活 かしつ つ チリ の特 性

を 勘 案 しながら，当 ア プリケ ーショ ンに 参 加 する運 転 手 とこれを 移 動 に 使 う乗 客 双 方 にと

ってより良 いエクスペリエンスとなるよう努 力 する」旨 述 べた。 

上 記 に 関 し フッ ト 運 輸 通 信 大 臣 は ， タ クシ ー 業 界 への 呼 び か け を 行 う と した 同 社 の 戦

略 は興 味 深 いとし，その理 由 として，（こういったサービスが素 人 の運 転 手 ではなく）プロの

運 転 手 を組 み入 れるようになることで，システム全 体 がそれを真 似 することになり，より多 く

の競 争 が生 み出 されるためである，と述 べる。また，同 大 臣 は，恐 らくユーザーはプロが運

転 する車 に乗 車 することを好 むであろうと付 け加 えた。 

一 方 ， 懸 案 と な っ て い る 「 Uber （ ウ ー バ ー ） 法 案 」 に 関 し ， 当 地 Uber 社 は ，

「No-F renemos（止 めるな）」キャンペーンを開 始 し，右 を通 じ，約 ８０％のユーザーがプラッ

トフォームを 介 して移 動 をリクエストすることができなくなり，プロの運 転 免 許 証 を 取 得 する

ためには約 7年 間 かかることから，約 ７万 人 の運 転 手 が仕 事 を継 続 する機 会 を失 うことを

主 張 している。 
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これに 対 し「フ」運 輸 通 信 大 臣 は，チ リに はプロの運 転 免 許 証 を 授 与 する 学 校 は２ ０ ０

以 上 存 在 し，また，企 業 自 身 がトレーニングセンターを開 設 し，プロの運 転 手 を養 成 するこ

とは可 能 である旨 述 べ，前 記 に反 論 した。さらに同 大 臣 は，チリはスペイン，韓 国 ，ペルー

及 びエクアドルとの間 で運 転 免 許 証 の自 動 切 替 に関 する国 際 協 定 があり，これはプロの

運 転 手 を生 み出 す選 択 肢 を広 げている，旨 述 べた。 

 

（８） チリワイン輸 出 動 向 ：報 道  
【ポイント】 

○2019年 ５ 月 のチリ産 ボトルワイン輸 出 は，数 量 ，金 額 ともに 大 幅 な増 加 となった。特

に，中 国 及 び米 国 に対 し，高 単 価 品 の輸 出 が増 加 した。 

○ただし，Vino  de  Ch i l eによると，５月 の増 加 は一 時 的 ，特 殊 要 因 のよるもので，今 後

増 加 傾 向 が続 くわけではないと説 明 しており，ワイナリーも同 様 の見 解 を示 している。 

○低 調 な推 移 が続 く中 ，メキシコは魅 力 的 な市 場 として，中 国 ，韓 国 は大 きな動 きのあ

る市 場 として注 目 を集 めている。 

 

V inos  de  Ch i l eのデータによると，（チリ産 ）ボトル入 りワインの輸 出 は，2019年 は低 調

に推 移 してい たが，５ 月 は数 量 ベース，金 額 ベ ースともに 上 昇 した。数 量 ベ ースでは前 年

同 月 比 10 .7％増 の510万 箱 ，金 額 ベースで同 10.4％増 の１億 4580万 米 ドルとなった。ただ

し，一 箱 当 た り では同 0.3％減 の28 .5米 ドルとなった 。また ，今 年 ５ 月 までの累 計 では，前

年 と同 じ期 間 と比 べてほぼ同 水 準 となり，数 量 が0.1％増 の2150万 箱 ，金 額 が1.5％減 の

６ 億 1212万 米 ドルと なってい る。これを 受 け ，ア ンヘ リカ ・バレン ズ エラ営 業 課 長 は，（ ５ 月

の）数 字 に満 足 してい るが，今 後 数 か月 で大 きな成 長 が見 込 まれているわけではない，５

月 の数 字 はこれまでの傾 向 から外 れた結 果 である，と説 明 した。 

一 箱 当 たり40米 ドルを超 えるワインのカテゴリも好 調 な結 果 を 記 録 した。この種 類 の主

な輸 出 先 が中 国 で，同 カテゴリの５月 の中 国 への輸 出 は156万 箱 ，1090億 米 ドルとなり，

数 量 は 前 年 同 月 比 72％増 ，金 額 は同 65 .4％増 となった 。また ，米 国 への 輸 出 は 金 額 で

430万 米 ドル，同 19.2％増 となった。 

中 国 のほか対 メキシ コ輸 出 について，輸 出 額 が400万 米 ドル，前 年 同 月 比 73.6％増 と

なった。「バ」氏 は，メキシコは魅 力 的 な市 場 であり，将 来 何 かしらのアクションを 起 こす可

能 性 がある，と述 べた。 

V ina  Undur rugaのアンドレス・イスキエルド社 長 は，この結 果 に関 し，大 きな傾 向 を判 断

するた めには上 半 期 の累 計 を 見 る必 要 がある，と述 べる。Vina  Ven t i sque roのフア ン・イ

グナシオ・スニガ営 業 課 長 は，「イ」氏 の意 見 に同 意 し，アジアの台 頭 について，中 国 と韓

国 がダ イ ナ ミッ クに なり つ つ あり ，特 に 韓 国 への５ 月 の 輸 出 量 は 非 常 に 重 要 であ る， と 述

べた。 

 

（９） 当 地 電 子 商 取 引 市 場 ：報 道  
【ポイント】 

○ 電 子 商 取 引 に お け る 2018 年 の 一 人 当 た り 売 上 額 はチ リ が ラ 米 地 域 で １ 位 の 314 .4

米 ドルとなった。総 売 上 額 では，チリは約 59億 米 ドルで，2019年 は70億 米 ドルに 達 すると

みられる。  

○チリでは小 売 の電 子 商 取 引 が伸 長 しており，小 売 消 費 寄 与 も店 頭 販 売 より大 きくな

っている。 

○専 門 家 は，チリでの電 子 商 取 引 が増 加 している理 由 について，チリ市 場 では大 手 小

売 業 などが 早 くから 存 在 して い た 点 ， 法 制 度 がラ 米 地 域 の 中 で最 も 発 展 してお り ， 効 果

的 なものとなっている点 を挙 げた。 

 

Fa labe l l a （ 当 地 大 手 小 売 ） グ ル ー プ の 電 子 商 取 引 マ ー ケ ッ ト L in io の 調 査 に よ る と ，
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2018年 ，チリ は電 子 商 取 引 に お け る一 人 当 た り 取 引 額 がラ 米 で１ 位 となり ，そ の金 額 は

ラ米 平 均 の３ 倍 に 達 した。これは，L in ioの世 界 電 子 商 取 引 指 数 とい う報 告 書 によるもの

で ， 53 か 国 と ８ つ の 地 域 が 対 象 と な っ て い る 。 チ リ は 314 .4 米 ド ル で ， 次 い で メ キ シ コ が

139 . 7米 ドル，ペルーが125米 ドルとなっており，ラ米 平 均 は107 . 6米 ドルとなった。ドミンゴ・

ラマL in io社 営 業 課 長 によると，取 引 額 が大 きい要 因 として，チリではインターネットが普 及

している点 を挙 げ，ブロードバンドは100人 当 たり17人 ，モバイル通 信 は約 92人 に普 及 して

いる，と説 明 した。 

総 売 上 ではチリはラ米 で３位 の58億 8,800万 米 ドルとなった。チリ商 工 会 議 所 の試 算 で

は，2019年 は70億 ドルを超 えるとしている。なお，１位 はブラジルの197億 2,258万 米 ドル，

２位 がメキシコの176億 2,960万 米 ドルとなった。南 米 でみると，全 体 では390億 米 ドルで，

シ ェ ア 順 位 は ブ ラ ジ ル （ 50 ％ ） ， チ リ （ 15 ％ ） ， ア ル ゼ ン チ ン (11 ％ ) ， コ ロ ン ビ ア 及 び ペ ル ー

（10％），エクアドル（２％），ベネズエラ（１％）となっている。また，L in ioの調 査 によると，チリ

のインターネット普 及 率 は78％でラ米 で４位 となっており，１位 はアルゼンチン（93％），２位

はコスタリカ（86％），３位 はエクアドル（80％）となった。全 体 平 均 は70％である。 

ラ米 全 体 の総 売 上 高 は世 界 全 体 の３％しかない。2019年 もシ ェアは3.5％に とどまると

みられるが，2018年 比 で15 .7％の増 加 となる。チリ商 工 会 議 所 のベルナルディタ・シルバ・

リサーチ マネ ージ ャーは，チ リはリテ ールオ ンライ ンの売 上 げに 大 き く貢 献 した 国 の 一 つで

６％のシェアを持 つ。これは平 均 を 上 回 っており，チリはインターネットが浸 透 している国 の

一 つであるためとしつつ，さらにチリの銀 行 業 務 の水 準 がラ米 諸 国 の中 でも高 い，また，オ

ンラインの販 売 チャネルを強 化 するための様 々な戦 略 も強 力 だった，と説 明 した。 

また，電 子 商 取 引 が店 頭 販 売 より成 長 していることも挙 げられており，電 子 商 取 引 は，

小 売 販 売 額 の２ ％の増 加 寄 与 を もた らした が，店 頭 販 売 はほぼ ０ ％であ る。専 門 家 に よ

ると，サイバーイベント（当 館 注 ：大 手 小 売 業 者 によるオンラインショッピングのみでの大 型

割 引 セール）と関 係 者 のコミットメントの影 響 を受 けていると強 調 する。 

「 シ 」 氏 は ， Fa labe l l a ,Cencosud ,R ip l ey と い っ た す べ て チ リ 大 手 小 売 が 電 子 商 取 引 へ

の投 資 を行 うための力 を有 しているとしつつ，他 方 ，今 日 ，中 小 企 業 も電 子 商 取 引 のプラ

ットフォーム構 築 に投 資 を行 っている，と付 け加 えた。 

ジョ ージ ・レバー・CCS研 究 マネ ージ ャーは，他 国 の，電 子 商 取 引 が進 出 してい る市 場

と比 較 して，チリ 市 場 には特 有 の条 件 があ る，と述 べる。チリ 市 場 は需 給 の面 で，ラ米 に

おける市 場 の中 でも比 較 的 成 熟 している。供 給 面 では，大 手 小 売 業 者 ，サービス業 や旅

行 業 が早 い段 階 で進 出 していたこと，L in ioやMercado  L ib re（当 館 注 ：いずれも電 子 商 取

引 サービス事 業 者 ）が進 出 していることが挙 げられる。また，チリの電 子 商 取 引 の法 制 度

はラ米 地 域 においてもっとも発 展 しており，効 果 的 なものとなっている。 

 

（１０） 高 齢 化 の加 速 ：報 道  
ヨ ーロッ パは高 齢 化 が進 行 す る地 域 の１ つであ るが，今 後 数 年 の間 に チ リもそ の問 題

に直 面 することとなる。高 齢 化 を測 定 する手 段 の一 つは１５～６４歳 を１００とした場 合 の６

５歳 以 上 人 口 （高 齢 化 率 ）である。ヨーロッパでは現 在 その割 合 は２９．５に達 しているが，

今 後 ２０年 以 内 にチリはそれを超 える見 込 みとなっている。 

国 連 によって作 成 された「２０１９年 の世 界 人 口 展 望 」というレポートによれば，チリでは

今 後 ３０年 で上 記 が１ ７．９から３３．５に増 える，とされる。この急 激 な増 加 によりチリは南

米 の中 で最 も高 齢 者 化 が進 行 した 国 となり ，現 在 第 １ 位 のウルグアイを超 えるだろう。更

に，世 界 で最 も依 存 率 が増 加 する３０か国 の一 つとなる。 

ダビッド・ブラボ・カトリカ大 学 調 査 ・縦 断 研 究 センター長 は，この高 齢 化 の現 象 は生 活

の質 の改 善 ，一 人 当 たり所 得 の増 加 及 び保 健 政 策 と関 係 しており，出 生 率 減 少 ，出 産

年 齢 の高 齢 化 ，より長 い 平 均 寿 命 とい う要 因 に影 響 を受 けた ものである，と述 べた。チリ

がこの高 齢 化 率 の増 加 傾 向 を維 持 した場 合 ，２０６０年 にはチリの人 口 の半 分 以 上 が高

齢 者 となり，世 界 で最 も高 齢 化 が進 んでいる日 本 のレベルも超 えてしまう。 
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このような巨 大 な課 題 を前 に，定 年 退 職 の年 齢 引 上 げ（現 在 は男 性 ：６５ 歳 ，女 性 ：６

０歳 ）は議 論 すべき政 策 の一 つである。Steve Cou l te rロンドン大 学 （LSE）欧 州 研 究 所 教

授 は，政 治 家 はこの課 題 に対 して鈍 く反 応 している，なぜなら政 治 に積 極 的 に参 加 する，

つまり若 者 より多 く投 票 する高 齢 者 に直 接 影 響 を及 ぼすからである，と述 べる。 

この考 え方 はチリ 国 内 でも見 られる。実 際 に政 府 によると，定 年 退 職 の年 齢 の変 更 を

進 めるための政 治 的 支 持 はなく，現 在 チリ議 会 で審 議 されている改 革 の中 に，定 年 退 職

の年 齢 の変 更 は含 まれていない。 

「ブ」氏 は，残 念 ながらチリでは定 年 退 職 の年 齢 の引 上 げ及 び男 性 ・女 性 間 の定 年 退

職 の年 齢 差 をなくすことに対 して，バチェレ政 権 やピニ ェラ政 権 だけでなく，それ以 前 の政

権 や軍 事 独 裁 政 権 時 においても，明 確 に回 避 する姿 勢 が取 られてきた，と述 べた。 

２０５０年 に６５歳 以 上 の人 口 が５４０万 人 （現 在 ２２０万 人 の２倍 ）になるという見 通 しを

考 慮 して，考 えなければならない課 題 が他 にもある。「ブ」氏 は，人 口 の大 半 が６５歳 以 上

となる以 上 に ，高 齢 者 のための社 会 ・労 働 ・保 健 に 係 る包 括 的 政 策 が必 要 になる，と強

調 した。 

この点 に関 し，専 門 家 は，保 健 制 度 において医 療 サービスを受 ける人 口 数 が増 えるた

め，資 金 を効 率 化 することが重 要 となる，更 に，国 民 が高 齢 化 するにつれて財 政 的 支 出

の圧 力 も高 まっていく，とした。 

 

（１１） リチウムの高 付 加 価 値 化 に向 けた入 札 の不 調 ：報 道  
【ポイント】 

●チリは２０５０年 までにカーボンニュートラルを義 務 化 する内 容 を含 む「気 候 変 動 枠 組

み法 」草 案 を公 表 した。 

●これが成 立 すれば，チリは，カーボンニュートラルを法 律 で義 務 化 する最 初 の開 発 途

上 国 となる。 

●本 法 案 は本 年 ８ 月 又 は９ 月 に 議 会 に 提 出 され，１２ 月 のCOP25前 に 承 認 されること

を目 指 す。 

  

昨 ２５日 ，チリ・リチウム企 業 （SQM）による７億 ５４００万 ドルを投 ずるリチウム生 産 の高

付 加 価 値 化 に向 けた新 規 プロジェクトの入 札 が不 調 に終 わった旨 ，同 社 から発 表 された。

チリのリチウムの採 掘 権 を割 当 てる産 業 振 興 公 社 （Cor fo )にとってこれは大 きな後 退 を意

味 する。この事 態 を受 け，昨 日 ，フォンテーン経 済 ・振 興 ・観 光 大 臣 （Cor fo総 裁 ）は関 係

者 と会 合 を 行 い，ゼロベースで見 直 し，来 年 ３月 の落 札 を 目 指 し新 たな国 際 入 札 を 呼 び

かけることとなった。 

Cor foは，本 入 札 が不 調 に終 わった経 緯 として，中 国 企 業 （Fu l i n）が本 プロジェクトから

撤 退 す ることを 決 め， Posco ーSamson及 び Mo lymet社 とのコンソ ーシア ムから離 脱 した こ

と，また，入 札 不 調 の原 因 として，粗 悪 な計 画 プロセス（詳 細 未 定 のままの契 約 割 当 ）や

リチウム市 況 の変 化 等 があったと説 明 する。また，Cor fo自 身 ，シチェル前 副 総 裁 の退 任

後 ，４０日 以 上 後 任 が空 席 であったこともリーダーシップの欠 如 として指 摘 できる。 

Cor fo は ， リ チ ウ ム 生 産 の 高 付 加 価 値 化 に 向 け 努 力 は 続 け る ， と し ， 米 国 企 業

（Albemar l e ）との間 で約 定 しているア タカマ塩 湖 のリチウム 生 産 量 の２５ ％を優 先 価 格 で

割 当 てることができる条 項 を活 用 することも検 討 していると語 る。 

ビト ランCor fo 元 副 総 裁 は，当 時 ，Albemar l eとの契 約 を 主 導 していたが，代 替 案 の一

つは，Albemar l e社 にSQMの割 当 量 に相 当 するよう２５％割 当 て増 加 させることであるとし，

それはAlbemar l eにとってSQMと同 じ採 算 基 準 を用 いて，現 在 のAlbemar l eの輸 出 平 価 に

比 べ２０％低 いより魅 力 的 なオファーができるものになるであろう，と述 べた。 


